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〈論文要旨〉
　本研究では，日常生活における失敗行動と空間認知能力との関連性を明らかにするために、
失敗行動の経験頻度と空間認知能力の自己評定との相関関係について分析した。大学生を対象
とした質問紙調査を実施した結果、「地下街やショッピングセンターで迷う」、「曲がるべき道を
間違えて通り過ぎる」、「一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う」といった失敗の経験頻
度が方向感覚の自己評定（方向感覚の悪さ）と中程度の正の相関を示した。また、「押して開け
るドアを引いて開けようとする」、「階段や廊下でつまずく」と「テーブルや机の脚に自分の足
の指をぶつける」といった歩行時の失敗と方向感覚の自己評定との間接的な関連も見出された。
これらの結果から、空間認知能力は自己定位、経路選択、場所の記憶といった複雑な情報処理
のみでなく、不注意や知覚運動協応のミスといった単純なアクションスリップとも関連してい
る可能性が示唆された。
A study on the relation of every-day error behavior 
and the characteristics of spatial cognition
Yasuaki HAGA
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〈Abstract〉
　This study examined the relationships between the frequency of every-day error behavior 
and the characteristics of spatial cognition.  Results of the questionnaire survey showed that 
the rate of self estimation of sense-of-direction correlated not only with the frequency of the 
spatial-cognition dependent errors （e.g., disorientation, missing the way, or losing sight of 
companions）, but also with the frequency of the action slips （e.g., tripping on stairs or stubbing 
little toe）. These results suggest that the characteristics of spatial cognition may relate both to 
the complex information processing and to the simple carelessness or perceptual-motor 
coordination.
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問題と目的
　日常生活における失敗エピソードは枚挙にいとまがない。失敗の種類はもちろん、失敗の
原因と考えられる性格特性や認知特性も多様である。一見するとまったく関連のない失敗エ
ピソードであっても、その根幹には共通する性格や認知の特徴が関連している可能性も考え
られる。
　Reason（1979）の失敗行動に関する古典的研究では、収集された失敗エピソードの 40％
が「記憶貯蔵の失敗」、20％が「テストの失敗（チェックミス）」、18％が「サブルーチンの
失敗」、11％が「弁別の失敗」、残り 11％が「プログラム組み立ての失敗」に分類されている。
山田（1999）の研究では大学生を対象とした失敗傾向の分析が試みられ、もの忘れや不注意
による「アクションスリップ」、処理できる情報の範囲が狭まる「認知の狭小化」、状況の見
通しが悪く行動のプランが不十分なために起こる「衝動的失敗」の 3 種類に分類されている。
　このような失敗行動にはさまざまな種類の知能因子や認知能力が関与していると考えられ
るが、そのひとつとして空間認知能力をあげることができる。空間認知能力とは、空間内で
の自己定位、経路の選択や発見、複数物体間の位置関係の把握、地図の読み取り、場所やラ
ンドマークについての記憶などに必要とされる知的能力である。したがって、その能力の良
し悪しが生活環境の認知や空間移動に影響を与えることはいうまでもない。
　空間認知能力の良し悪しに言及する場合に「方向オンチ」や「方向感覚」という言葉が用
いられるが、その意味する内容は多岐にわたる。方向感覚の個人差を扱った竹内の先駆的研
究（1990；1992）では、「方位と回転」と「記憶と弁別」の 2 因子が抽出されている。浅村（2005）
は、方向感覚の悪い人の特徴として、俯瞰的・地図的な空間表象であるサーヴェイマップの
作成が困難であることをあげている。
　しかし、空間認知能力は空間移動に関わる情報処理過程のみと関連しているとはいえない。
地下街で自分の位置を把握できない、誤ったルートを選択する、ランドマークを見失う、遠
回りをするといった行動は大規模空間内での移動中に生じる代表的な失敗である。その一方
で、地図描画や模写、組み立て作業、部屋の模様替えや整理整頓など、小規模空間における
行動に対しても空間認知能力が影響を及ぼしている可能性は否定できない。
　そこで本研究では、日常生活における失敗行動と、その背後にあると考えられる認知的能
力のひとつである空間認知能力との関連性を明らかにすることを目的とし、失敗行動の経験
頻度と方向感覚の自己評定との相関関係について分析する。
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調査 1　失敗エピソードの収集と予備調査
　調査 2 で使用する質問項目を選定するために、大学生の日常生活における失敗エピソード
を収集し、それらのエピソードの生起頻度についての主観的評価の結果を分析した。
1）失敗エピソードの収集
調査対象者
　筆者が担当した心理学の講義に出席していた学部学生および大学院生 211 名（男性 104 名、
女性 107 名）。平均年齢は 20.51 歳であった。
調査方法と調査内容
　授業終了後に A5 サイズの白紙を配布し、「あなたが大学に入学してから何度もしてしまっ
た失敗経験のエピソードを思いつくだけ自由に書き出してください」と教示し、10 分程度
の時間をとって回答させた。
回答の整理と予備調査で使用する項目の選定
　収集されたエピソードを内容の類似性の観点からまとめあげ、さらに回答数が多かったエ
ピソードを中心に筆者が 100 のエピソードを選定した。各エピソードの表現を統一した上で、
筆者が担当する 3・4 年生のゼミの学生 7 名に提示し、表現をわかりやすく修正するなどの
作業を行わせた。さらにその後、日常生活で頻度の高いエピソードであること、大学生がよ
く行う失敗であることを念頭に置いて再吟味し、エピソードを 50 項目まで絞り込んだ（表 1）。
2）予備調査
調査対象者
　筆者が担当した心理学関連の講義に出席していた学部学生 234 名（男性 100 名、女性 134
名）。平均年齢は 19.67 歳であった。この調査は前述の「失敗エピソードの収集」とは別の
大学で実施した。
調査方法
　選定された 50 個の各エピソードについて、大学生になってから現在までの間にどの程度
頻繁に経験したかについて、“まったくない”から“とてもよくある”までの 5 段階で評定
させ、各回答には頻度の低い順に 1、2、3、4、5 点を付与した。
調査結果
　表 1 に各エピソードの平均評定値を点数の高い順に示した。平均評定値の高かった上位
30 項目を調査 2 で使用することとした。これら 30 項目のなかには「自分でしまった大切な
書類の場所を忘れる」、「地下街やショッピングセンターで迷う」、「近道だと思ったのに予想
よりも時間がかかってしまう」、「曲がるべき道を間違えて通り過ぎる」、「一緒に買い物をし
ていた友人や家族を見失う」といった空間認知に直接関係すると思われる項目も含まれてい
た。しかし、日常生活において経験頻度が高いと評定された失敗行動であることから、調査
2 で採用することとした。
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エピソード 平均評定値 SD
夜ふかしをして、翌朝眠いまま大学に登校する 4.00 1.15
久しぶりに友達に会うと、ついついはしゃぐ 3.99 0.95
テレビやインターネットに夢中になって時間を忘れる 3.73 1.21
人前で緊張して、話がしどろもどろになる 3.70 1.13
食べ過ぎや飲み過ぎをする 3.54 1.15
漢字を書き間違える 3.53 1.11
押して開けるドアを引いて開けようとする 3.49 1.15
自分でしまった大切な書類の場所を忘れる 3.48 1.16
衝動買いをする 3.47 1.27
無駄遣いをして、必要のないものを買う 3.44 1.20
友達からのメールや LINE に返信するのを忘れて放置する 3.42 1.15
階段や廊下でつまずく 3.40 1.18
必要なものを買い忘れたことに帰宅してから気がつく 3.40 1.14
テーブルや机の脚に自分の足の指をぶつける 3.29 1.18
薄着で出かけて後悔する 3.21 1.17
地下街やショッピングセンターで迷う 3.20 1.39
満腹でもおいしそうなお菓子を見つけるとついつい食べる 3.17 1.32
時間配分を間違えて、テスト問題を解く時間が足りなくなる 3.09 1.22
部屋の蛍光灯やエアコンをつけたまま寝る 3.06 1.43
お茶やジュースを服にこぼす 3.01 1.22
家を出る時間が早すぎて、学校や駅で無駄に時間をつぶす 2.97 1.30
よけいな一言を言って相手を怒らせる 2.96 1.15
近道だと思ったのに予想よりも時間がかかってしまう 2.92 1.20
曲がるべき道を間違えて通り過ぎる 2.91 1.33
お店のなかで不意に店員に声をかけられて慌てる 2.91 1.24
厚着で出かけて後悔する 2.88 1.21
傘を学校やコンビニに置き忘れる 2.86 1.34
朝寝坊して電車に乗り遅れる 2.80 1.42
一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う 2.78 1.27
店までやってきたのに、何を買いにきたのかを忘れる 2.77 1.25
財布、携帯電話、定期券などを家に置いたまま外出する 2.70 1.32
テレビの予約録画をし忘れる 2.70 1.33
毎週見ていた連続ドラマを見逃す 2.65 1.31
授業が休講になったのを確認せずに登校する 2.65 1.31
本棚やタンスの整理をするときに何度もやり直す 2.55 1.27
授業やアルバイトに遅刻する 2.51 1.38
カレーを食べていて服にシミをつける 2.50 1.15
既に予定が入っているのを忘れて、別の予定を入れる 2.47 1.20
自動ドアだと勘違いして、手動式ドアの前で開くのを待つ 2.47 1.21
レジで受け取ったお釣りの額が少なかったのに気がつかない 2.44 1.23
乗り換えの時間を確認せずに外出し、電車を長時間待つことになる 2.42 1.22
レポートの提出期限やテストの日程を間違って記憶する 2.34 1.16
授業のある教室とは別の教室に入室する 2.26 1.15
考えごとをしながら歩いていて他人にぶつかる 2.21 1.04
電車やバスに忘れものをする 2.06 1.19
レジでお釣りや商品を受け取らずに店を出ようとする 1.96 1.14
2 種類の定期券（バスと電車、JR と私鉄）を間違えて使おうとする 1.79 1.19
定期券の期限が過ぎているのに気づかず、改札を通過しようとする 1.76 1.11
アルバイトの予定が入っていないのに間違って出勤する 1.64 1.05
アルバイトの予定が入っていたことを忘れて無断欠勤する 1.48 0.85
表 1　予備調査の結果
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調査 2　失敗行動と方向感覚の自己評定との関連についての調査
　調査 1 で選定した 30 項目の失敗エピソードについて改めてそれらの経験頻度尋ねるとと
もに、方向感覚の自己評定を行わせる質問紙調査を実施し、両者の相関関係について分析を
行った。
調査対象者
　筆者が担当した心理学の講義に出席していた学部学生 317 名（男性 178 名、女性 139 名）。
平均年齢は 19.02 歳であった。
調査方法と調査内容
　質問項目が両面に印刷された A3 用紙を配布し、約 15 分間の時間をとって回答させた。
失敗エピソードの経験頻度については、予備調査で選定された 30 項目の各エピソードにつ
いて 5 段階で評価させた。方向感覚の自己評定には、方向感覚質問紙簡易版（Sense of 
Direction Questionnaire-Short Form: SDQ-S；竹内，1990）を使用した。SDQ-S は方向感
覚の良し悪しを自己評定するために開発された心理尺度であり、「方位と回転」と「記憶と
弁別」の 2 因子を構成する質問 20 項目から構成されている。「方位と回転」因子には，方位
の認知や方向の回転，地図の読み取りなどの能力について尋ねる 10 の質問が含まれており、
「記憶と弁別」因子には，ランドマークの記憶や場所の違いの弁別に関する能力，および経
路の知識について尋ねる 10 の質問が含まれている。各質問について、“よくあてはまる”か
ら“まったくあてはまらない”までの 5 段階で評定させ、方向感覚が悪いほど点数が高くな
るように 1 ～ 5 点の点数を付与した。
調査結果
　回答に記入漏れのあった 10 名（男性 6 名、女性 4 名）のデータを除く 307 名（男性 172 名、
女性 135 名）から得られたデータを分析対象とした。
　各エピソードの経験頻度について予備調査と同じ基準で得点化した後に、失敗エピソード
の経験頻度と方向感覚の自己評定との相関関係を分析するために、各エピソードの経験頻度
の評定値と SDQ-S の総得点および 2 つの下位尺度得点との積率相関係数を求め、表 2 に示
した。SDQ-S の総得点、および 2 つの下位尺度得点のすべてと有意な中程度の正の相関（r 
＞ .40）を示したエピソードは「地下街やショッピングセンターで迷う」の 1 エピソードであっ
た。また有意な弱い正の相関（r ＞ .20）を示したエピソードは「曲がるべき道を間違えて
通り過ぎる」、「一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う」、「押して開けるドアを引いて
開けようとする」の 3 エピソードであった。SDQ-S の総得点、および 2 つの下位尺度得点
のいずれかと有意な弱い正の相関を示したエピソードは、「自分でしまった大切な書類の場
所を忘れる」、「テーブルや机の脚に自分の足の指をぶつける」、「厚着で出かけて後悔する」
の 3 エピソードであった。
　上記の相関分析では、個々の失敗エピソードと方向感覚の自己評定との相関を扱った。し
かし明らかにされたのは「地下街やショッピングセンターで迷う」や「曲がるべき道を間違
えて通り過ぎる」といった個人の空間認知能力が直接反映される失敗行動と SDQ-S の評定
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値との間に中程度の正の相関が確認されたことのみであった。そこで次に、エピソード間の
関係性と因子構造を明らかにするための探索的因子分析を行い、その結果抽出された因子と
SDQ-S の評定値との相関を改めて分析した。
　まず、30 項目の失敗エピソードの平均評定値と標準偏差を算出し、天井効果の見られた 2
項目を以降の分析から除外した。次に残りの 28 項目に対して主因子法による因子分析を行っ
た。この因子分析の結果から共通性が .16 未満であった 1 項目を削除し、残った 27 項目に
ついて再度分析を行った。その結果、固有値 1 以上の因子は 8 個抽出され、その推移は 5.53、
2.01、1.65、1.35、1.29、1.18、1.11、1.09 …となっており、スクリープロットの形状から 2
因子構造が適当と考えられた。そこで再度 2 因子を仮定して、主因子法・プロマックス回転
による因子分析を行った。その結果、十分な因子負荷量を示さなかった 3 項目を分析から除
外して、再度主因子法・プロマックス回転による因子分析を行った。最終的な因子パターン
と因子間相関は表 3 に示した。なお 2 因子の累積寄与率は 29.80％であり、因子間相関は r =.42
であった。ここでは 2 因子のいずれかに .40 以上の負荷量を示した 9 項目を採用した。
　第 1 因子に負荷量の高かった 7 項目はいずれも日常生活場面での移動行動時によくみられ
るような失敗であった。そこでこの因子には「移動行動の失敗因子」と命名した。「一緒に
買い物をしていた友人や家族を見失う」、「曲がるべき道を間違えて通り過ぎる」、「地下街や
ショッピングセンターで迷う」、「店までやってきたのに、何を買いにきたのかを忘れる」の
4 エピソードは注意配分、経路の選択、自己定位、記憶の保持などの空間認知に密接に関わ
エピソード
SDQ-S との相関係数
総得点 方位と回転 記憶と弁別
人前で緊張して、話がしどろもどろになる 0.16 ** 0.15 ** 0.14 *
食べ過ぎや飲み過ぎをする 0.13 0.09 0.14 *
自分でしまった大切な書類の場所を忘れる 0.20 *** 0.11 0.26 ***
必要なものを買い忘れたことに帰宅してから気がつく 0.04 -0.04 0.12 *
友達からのメールや LINE に返信するのを忘れて放置する 0.14 * 0.10 0.15 **
押して開けるドアを引いて開けようとする 0.25 *** 0.23 *** 0.23 ***
階段や廊下でつまずく 0.16 ** 0.12 * 0.17 **
満腹でもおいしそうなお菓子を見つけるとついつい食べる 0.15 ** 0.15 * 0.13 *
薄着で出かけて後悔する 0.17 ** 0.12 0.19 **
テーブルや机の脚に自分の足の指をぶつける 0.20 *** 0.17 0.19 ***
傘を学校やコンビニに置き忘れる 0.14 * 0.11 0.14 *
近道だと思ったのに予想よりも時間がかかってしまう 0.13 * 0.08 0.15 **
厚着で出かけて後悔する 0.15 ** 0.06 0.22 ***
時間配分を間違えて、テスト問題を解く時間が足りなくなる 0.18 ** 0.13 * 0.19 ***
地下街やショッピングセンターで迷う 0.46 *** 0.41 *** 0.44 ***
お店のなかで不意に店員に声をかけられて慌てる 0.13 * 0.13 * 0.11 *
曲がるべき道を間違えて通り過ぎる 0.29 *** 0.21 *** 0.33 ***
店までやってきたのに、何を買いにきたのかを忘れる 0.08 0.02 0.13 *
一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う 0.27 *** 0.21 *** 0.29 ***
お茶やジュースを服にこぼす 0.11 0.06 0.14 *
***：p ＜ .001　**：p ＜ .01　*：p ＜ .05
SDQ-S の総得点、または 2 つの下位尺度得点のいずれかと有意な相関を示したエピソードのみを示した。
表 2　各失敗エピソードと SDQ-S との相関
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因子
エピソード 因子 1 因子 2
階段や廊下でつまずく .647 –.151
テーブルや机の脚に自分の足の指をぶつける .605 –.045
押して開けるドアを引いて開けようとする .563 –.042
一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う .555 –.058
曲がるべき道を間違えて通り過ぎる .487 .029
地下街やショッピングセンターで迷う .465 –.095
店までやってきたのに、何を買いにきたのかを忘れる .414 .209
お茶やジュースを服にこぼす .372 .126
薄着で出かけて後悔する .340 .178
時間配分を間違えて、テスト問題を解く時間が足りなくなる .321 .137
朝寝坊して電車に乗り遅れる .313 .186
無駄遣いをして、必要のないものを買う –.196 .795
衝動買いをする –.236 .775
よけいな一言を言って相手を怒らせる .071 .388
必要なものを買い忘れたことに帰宅してから気がつく .313 .380
食べ過ぎや飲み過ぎをする .069 .369
テレビやインターネットに夢中になって時間を忘れる .072 .365
近道だと思ったのに予想よりも時間がかかってしまう .278 .329
自分でしまった大切な書類の場所を忘れる .311 .323
因子間相関 .420
いずれかの因子に .30 以上の負荷量を示したエピソードのみを示した
表 3　因子分析の結果
る失敗であるといえる。また、「階段や廊下でつまずく」、「テーブルや机の脚に自分の足の
指をぶつける」、「押して開けるドアを引いて開けようとする」の 3 エピソードは、意識的な
モニタリングの欠如によるアクションスリップといえる。
　第 2 因子に負荷量の高かった 2 項目は内容が非常に類似しているエピソードであり、「無
駄遣いをして、必要のないものを買う」も「衝動買いをする」も、買い物場面における失敗
であるといえる。そこでこの因子には「買い物行動の失敗因子」と命名した。
　因子ごとにクロンバックのα係数を求めたところ、第 1 因子でα =.73、第 2 因子でα =.74
であった。内的整合性は一応の基準に達していると考えられる。
　次に、「移動行動の失敗」と「買い物行動の失敗」の 2 因子と方向感覚の自己評定との相
関関係を改めて分析するために、各因子に含まれるエピソードの経験頻度の合計点と
SDQ-S の総得点および 2 つの下位尺度得点との積率相関係数を求めた。SDQ-S の総得点、
および 2 つの下位尺度得点のすべてと有意な相関を示したのは、移動行動の失敗因子のみで
あった。SDQ-S の総得点（r=0.40, p ＜ .001）、および記憶と弁別因子（r=0.41, p ＜ .001）と
は中程度の正の相関が認められ、方位と回転因子（r=0.32, p ＜ .001）とは弱い正の相関が認
められた。
全体的考察
　本研究では、「地下街やショッピングセンターで迷う」、「曲がるべき道を間違えて通り過
ぎる」、「一緒に買い物をしていた友人や家族を見失う」といった失敗行動の経験頻度が、
日常生活における失敗行動と空間認知能力との関連について 
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SDQ-S によって測定された方向感覚の自己評定（方向感覚の悪さ）と中程度の正の相関を
示した。これらの 3 エピソードは、移動空間内での自己定位、方向判断や経路選択、移動中
の注意配分といった空間情報処理のミスに起因するエピソードであり、SDQ-S との相関が
確認されたことも当然の結果といえる。
　自己定位や経路選択のように高次な空間認知が必要とは考えにくいが、「押して開けるド
アを引いて開けようとする」の経験頻度と SDQ-S 得点の間にも正の相関が確認された。ま
た探索的因子分析を行った結果、「階段や廊下でつまずく」と「テーブルや机の脚に自分の
足の指をぶつける」といった 2 エピソードが空間認知に関わるエピソードと同じ因子に分類
された。これらのエピソードは、歩行中に周囲に十分な注意が向けられていないために起こ
る失敗、または知覚情報と身体運動の不協応に起因する失敗である。
　本研究では失敗行動の性差については扱わなかったが、30 の失敗エピソードの男女別平
均評定値を比較した結果、17 項目で女性の平均評定値が有意に高かった。その中には、「押
して開けるドアを引いて開けようとする」、「階段や廊下でつまずく」、「テーブルや机の脚に
自分の足の指をぶつける」、「地下街やショッピングセンターで迷う」、「一緒に買い物をして
いた友人や家族を見失う」といった上述の分析で着目したエピソードも含まれていた。この
結果は、女性のほうが男性よりも失敗経験頻度が高いというよりも、女性のほうが自分の失
敗経験頻度に対する評価が厳しいということを示唆しているのかもしれない。
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